
愛知県農業総合試験場の2０大成果（1979～1986年）

成 果 の 内 容

農家経営をカイゼンする
パソコン用簿記ソフトの開発
農家経営をカイゼンする
パソコン用簿記ソフトの開発

背 景

試験場は、経営改善指導支援のために、紙ベースで行っていた「あいち式
簿記」の様式を基に迅速に処理できるオフィスコンピュータ用簿記ソフトを
開発しました（1979年）。
その後、1985年から1990年頃、農家にパソコン導入ブームが起こり、農

業経営管理ソフトが求められたものの、当時の市販ソフトは高価で使いにく
いものが多かったため、先に開発したオフィスコンピュータ用簿記ソフトを
パソコン用に移植し、「決定版簿記」を開発しました。

愛 知 県 農 業 へ の 貢 献

（企画普及部）

「決定版簿記」は操作性が良く、それまで紙ベースで煩雑だった簿記処理
を迅速に行うことが可能となり、普及指導の現場で農家の経営改善指導に活
用されました。

「決定版簿記」は、全普及課が普及指導において、農家の経営改善や経営
能力向上のために活用し、2000年頃には、改良版（Windows版）を約700戸
の農家が利用していました。

（普及指導部、企画情報部開発）

普及員による農家への入力作業の指導

「決定版簿記」の画面


